
① 明⽯公園（あかしこうえん）
1.公園概要
公園名 明⽯公園

開設年⽉⽇ ⼤正 7(1918)年 4⽉ 15⽇
⾯ 積 計画⾯積：54.8ha

開園⾯積：54.8ha
公園種別 広域公園
主な施設 明⽯城（巽櫓、坤櫓）、花と緑のまち

づくりセンター、明⽯城武蔵の庭園、
野球場（第１、第２）、陸上競技場、
テニスコート、⾃転⾞競技場、ローン
ボウルズコート、⼦どもの村、こども
広場、サービスセンター

明⽯公園は、明治 16 年に⺠営明⽯公園として開設されたが、明治 31 年に御料地
編⼊により廃園となった。⼤正 7 年に中央の城址⼀帯を借り受け、再び県⽴公園と
して開設した。昭和 4 年に御料地全域の払下げを受け、昭和 7 年に現在の 54.8ha 
を開設したのち、戦後、運動施設等が整備され現在に⾄る。
明⽯公園は、城跡のほぼ全域を公園化したもので、国指定重要⽂化財である巽・坤

櫓や⽯垣、堀などの遺構を保全しているほか、花や樹⽊など多様な植物や、アオバズ
ク等の都会では希な野⿃も多く⾒られる。
「⽇本の都市公園 100 選」、「⽇本さくら名所 100 選」、「⽇本 100 名城」、「⽇本の歴

史公園 100 選」に名を連ねる兵庫県を代表する都市公園である。令和元年には、明⽯城
が築城 400周年を迎え、「明⽯城築城 400周年記念事業」が開催された。
明⽯公園では、管理運営の協議の場として、管理運営協議会とともに、明⽯公園に関わ

るすべての⼈が⾃由に参加し談義する「みんなのみらいミーティング」を設置している。

2.利⽤者数の推移
これまで利⽤者数は 2,500千⼈〜3,000千⼈で推移し、明⽯城築城 400周年記念

事業を実施した令和元年度には 3,136千⼈となった。その後、コロナ禍の令和 2
年・3年度には 2,000千⼈を下回ったが、令和 4年度以降は 2,300千⼈程度まで回
復している。



3.施設配置図

陸上競技場

テニスコート

野球場（第１） 野球場（第２）ローンボウルズコート

明⽯城（巽櫓、坤櫓） 明⽯城武蔵の庭園

⾃転⾞競技場

⼦どもの村



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R8

明治から戦前 戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

M1  T1  S10 S20  S30   S40     S50  S60     H2    H7 H8     H13     H18     H23  H28  R3

明⽯公園

取組み概要

全県全土公園化構想 兵庫県ｸﾞﾘｰﾝﾌｪﾆｯｸｽ計画
兵庫県立都市公園の

整備・管理運営の基本方針

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計画緑の回廊計画

R2：「史跡明石

城跡保存活用

計画」策定

T15：菊花展の開始 R1：明石城築

城400周年

H16：武蔵の庭園整備

H16：明石城跡の国史跡指定

S24：第１野球場、

陸上競技場完成

S25：ﾃﾆｽｺｰﾄ、競輪場、ﾊﾞﾚ

ｰﾎﾞｰﾙ場完成

S56：軟式高校野球全国大会開始

S47：ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｺｰﾄ

完成

S54：子どもの村完成

H2：日本さくら名所100選選定

S63：弓道場の完成

S４１：朝霧寮完成

S55：緑の相談所完成

S53：自転車競技場更新

S6：野球場完成

R1：櫓・石垣前の

大規模樹木伐採

H１8：明石薪能開始

整備

管理・運営

S15～18：巨人軍ｷｬﾝﾌﾟ

S24～34：巨人軍ｷｬﾝﾌﾟ

S25：全日本軟式ﾃﾆｽ選手権開催

S28～36：大洋ｷｬﾝﾌﾟ

S31：第 11 回国体（自転車、

ﾊﾞﾚｰ、軟式野球、軟式ﾃﾆｽ）

S37：競輪場廃止

H15：冒険ひろばあかしっこｽﾀｰﾄ

H24：冬の味覚市開始

H24：明石城まつり開始

H12：櫓復旧完成

〇文化財を活用した地域

振興・観光

H19：まちなみｶﾞｰﾃﾞﾝｼｮｰ開始

H8：ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ廃止

S49第2野球場更新S33：第2

野球場完成

S47：第 1野球場更新

S48：陸上競技場更新

S63：昭和 63 年度全

国高校総体（自転車、

弓道）

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計

画〔2026～２０３５〕

○協議会のさらなる充実

R5:身障者用

駐車場整備

H24：朝霧寮閉鎖

R1：弓道場

改修

R5,6：第 1 野

球場改修

R6：ﾛｰﾝ

ﾎﾞｳﾙｽﾞｺ

ｰﾄ更新

R6 ： 管

理運営協

議会設置

R5：みらいﾐ

ｰﾃｨﾝｸﾞ設置

〇長寿命化対策による老

朽化施設の改修・更新

を順次実施

H18:指定管理開始（非公募）

H23:ﾈ ｰ ﾐ ﾝ

ｸﾞﾗｲﾂ「明石

ﾄｰｶﾛ球場」

R4,R5: あ り

方検討会開催

M16：民営公園として開園

T７：開園（三の丸一部）

T13：追加開園（三の

丸、二の丸等南部）

S6：ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ完成 S55：ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ更新

S7 ：追加開園

（剛の池等北部）

H27:ﾈｰﾐﾝ

ｸﾞﾗｲﾂ「きし

ろｽﾀｼﾞｱﾑ」

H30:ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲ

ﾂ｢NDK来夢・嬉

しの森ﾃﾆｽｺｰﾄ」

R5：陸上競技

場改修

城と緑の景観計画、史跡明石城跡保存活用計画

明石公園リノベーション計画



② 甲⼭森林公園（かぶとやましんりんこうえん）
1.公園概要
公園名 甲⼭森林公園

開設年⽉⽇ 昭和 45(1970)年 11⽉ 10⽇
⾯ 積 計画⾯積：110.6ha

開園⾯積：83.0ha
公園種別 広域公園
主な施設 シンボルゾーン(記念モニュメント、噴

⽔、彫刻、レストハウス)、修景池、⾃
由広場(２か所)、芝⽣広場（3公園）、
野外ステージ、花時計、パイプアーチ
橋、ハイキングコース、県⺠の森(つつ
じ園、展望休憩舎、芝⽣広場)、パーク
センター

甲⼭森林公園は、「明治 100年記念」、「兵庫県政 100 年」の記念公園として、六甲
⼭の東端の甲⼭⼀帯の緑豊かな地に昭和 45年に開設した広域公園である。
昭和 61 年に、昭和天皇在位 60 年記念の健康運動公園に指定され、⾃然環境の保

全に加え、豊かな⾃然の中での健康づくりを⽬指して区域を拡張した。
阪神間のシンボルとしての甲⼭を中⼼とした都市域の⾃然環境保全を⽬的とし、公

園区域の 85パーセントを⾃然樹林として保全した公園である。
⼦育てを⽀援する公園として、⼦育て⽀援施設の設置や⾃然遊びなどの充実に取り

組んでいる。

2.利⽤者数の推移
 これまで、利⽤者数は 900〜1,000千⼈程度で推移していたが、コロナ禍における 3
密回避の⽬的もあり、令和 2年度には最多の 1,468千⼈の利⽤があった。その後は減
少傾向にあるが、コロナ禍前の 1,000千⼈前後の利⽤者数に回復している。



3.施設配置図

シンボルゾーン 修景池（みくるま池）

野外ステージ

⾃由広場

芝⽣広場

軽登⼭道



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R８

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20  S30  S40  S45  S50 S55 S60  H2    H7 H8          H13     H18         H23  H28 R3

甲⼭森林
公園

取組み概要

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画緑の回廊計画 全県全土公園化構想 兵庫県グリーンフェニックス計画
兵庫県立都市公園の整備・

管理運営の基本方針

甲山森林公園リノベーション計画

S42 ： 「 兵 庫 百 年 」

「明治百年」記念事業

S45：開園
H4：緑地保全を優先した計画に見直し

管理・運営

整 備

S61：拡張計画（整備）

昭和天皇在位 60 周年記念健康運動公園に指定

H30：ﾘﾆｭｰｱﾙの実施

ﾊﾟｰｸｾﾝﾀｰ建替、芝生広場

の整備、駐車場増設

○森林の適切な管理

Ｓ5９：兵庫県森林浴 50 選に選定

H16：管理運営協議会開始

Ｈ１：日本の都市公園 100 選に選定

Ｈ11：阪神淡路百名所に選定

Ｈ15：北山観察池利用検討会

Ｈ16：自然観察池周辺の改修計画策定

Ｈ20：自然観察池改修

Ｈ30：子育て支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ○協議会のさらなる充実

兵庫県立都市公園の
整備・管理運営基本計
画〔2026～2035〕

R3：健康

遊具設置

H18:指定管理開始（H21 から公募による指定管理）

R5 ： な か

よし池更新

H30：森のようちえんによる公園の利活用

H15：追加開園（なかよし池他）

○長寿命化対策による老

朽化施設の改修・更新

を随時実施

Ｓ２６～：「仁川ﾋﾟｸﾆｯｸｾﾝﾀｰ」

などﾚｼﾞｬｰ施設の開園



③ 播磨中央公園（はりまちゅうおうこうえん）
1.公園概要
公園名 播磨中央公園

開設年⽉⽇ 昭和 53（1978）年 8⽉ 5⽇
⾯ 積 計画⾯積：381.6ha

開園⾯積：181.7ha
公園種別 広域公園
主な施設 芝⽣広場、四季の庭、桜の園、野球

場、球技場、アーチェリー場、⼦ど
もの森、さいくるらんど、⼦どもの
⼩川、サイクルステーション、サイ
クリングコース、遊歩道

播磨中央公園は、国の都市公園等整備五箇年計画の制定を受け、播磨地域を中⼼と
する広域レクリエーション需要を担い、中国⾃動⾞道沿線の秩序ある開発を促すため、
滝野町（現加東市）の五峰⼭⼭麓の丘陵地に開設した。
各種運動施設、さいくるらんど、ばら園、桜の園、様々な遊具からなる⼦どもの森

など、多種多様な施設を持つ広域公園である。
また、地域のサイクルスポーツの拠点として、サイクルステーションやサイクリン

グコースを整備した。

2.利⽤者数の推移
 これまで利⽤者数は 400千⼈から 470千⼈の間で推移しており、令和 6年には近年
で最多の 467千⼈となっている。



3.施設配置図

四季の庭

サイクリングコース 野球場

桜の園

球技場

アーチェリー場 ⼦どもの森 さいくるらんど ⼦どもの⼩川

芝⽣広場



4.成り立ち

公園名

時 期

これから

R8

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20  S30  S40 S45  S50  S55 S60   H2   H7 H8       H13        H18      H23     H28 R3

播磨中央
公園

緑の回廊計画 兵庫県グリーンフェニックス計画
兵庫県立都市公園の整備・

管理運営の基本方針
全県全土公園化構想

播磨中央公園リノベーション計画

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画

取組み概要

〇多世代の交流の推進

〇回遊性の向上と地域間交

流の推進

整 備

S58：さいくるらんど・子どもの森の供用

S53：野外ｽﾃｰｼﾞ・芝生広場・ｽﾎﾟｰﾂ施設供用

S62：さくらの園・自然樹林地供用

S63：ばら園供用

H2：修景池・駐車場供用 H10：四季の庭・

自然樹林地供用
H17：自然散策ｿﾞｰﾝ（園路、展望台）整備

R2：ｻｲｸﾙｽﾃｰｼｮﾝの整備、

社会実験の実施

R5：ｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽの供用

R4：野外ｽﾃｰｼ

の撤去

R7:広場、

幼児用

遊具整備

R3：蒸気

機関車譲渡

○長寿命化対策による老朽

化施設の改修・更新を順次

実施

H28：ﾃﾆｽｺｰﾄ

利用休止

〇ｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽにおける歩車分

離による歩行者の安全確保

○協議会のさらなる充実

地域拠点としての推進

管理・運営

⑤H24：ハチドリの会

（花のボランティア）

H21 播中あるこうかい

H16はりちゅうの日実行委員会

H18 楽しめる公園をめざす会

H23 バラの花殻摘みボランティア

R2 花壇見守り会

播

磨

中

央

公

園

管

理

運

営

協

議

会

設

立

R4 四季の会

R4: あ り 方

検討会開催

H18:指定管理開始（H2４から公募による指定管理）

R7:ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ

（ふじいでんこ

うﾛｰｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ）

H

15

運動施設等の改修、更新
を中心とした施設管理北播磨地域のｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ需要の増大

兵庫県立都市公園の整
備・管理運営基本計画
〔2026～2035〕

R7:ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ

（ふじいでんこう

ｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽ）

は

り

ち

ゅ

う

夢

企

画

会

議

H

16



④ 淡路島公園（あわじしまこうえん）
1.公園概要
公園名 淡路島公園

開設年⽉⽇ 昭和 60（1985）年 4⽉ 21⽇
⾯ 積 計画⾯積：148.8ha

開園⾯積：134.8ha
公園種別 広域公園
主な施設 ハイウェイオアシス、花の⾕、アジ

サイの⾕、展望広場、⽔の遊び場、
⽊の遊び場、⼤きな芝⽣広場、草原
と花の広場、展望デッキ

明⽯海峡を望む淡路島北端の丘陵地に、豊かな⾃然環境とすばらしい眺望を⽣かし
整備した広域公園。⼤阪湾から明⽯海峡まで⾒渡せる絶好の場所にある展望広場、関
⻄では初めての⾼速道路と公園が⼀体的に利⽤できる「ハイウェイオアシス」を設置
した。
園内の交流ゾーンには、⼤芝⽣広場や⽔の遊び場、⽊の遊び場、⽯の遊び場、⼤型

スライダーなどスケールの⼤きな⼦供の遊び場を設けており、親⼦、家族の賑わいの
場となっている。
平成 29年には、アニメパーク「ニジゲンノモリ」がオープンし、訪⽇外国⼈をは

じめとした新たな観光拠点となっている。

2.利⽤者数の推移
 これまで利⽤者数は 2,000千⼈程度であったが、コロナ禍であった令和 2年・3年
度には、1,500千⼈まで減少した。令和 4年度以降は、利⽤者数が回復し、令和 5年
度には過去最多の 2,380千⼈となった。

※ハイウェイオアシス含む ニジゲンノモリ除く



3.施設配置図

花の⾕ アジサイの⾕

展望広場草原と花の広場展望デッキ

⼤きな芝⽣広場

ニジゲンノモリ

⽔の遊び場

©ARMOR PROJECT/BIRD STUDIO/SQUARE ENIX



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R8

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20   S30   S40  S45  S50  S55 S60     H2     H7 H8          H13           H18           H23           H28           R3

淡路島
公園

取組み概要

H17：管理運営協議会設置

Ｓ52：

整備着手

管理・運営

整 備

Ｓ60 大鳴門橋の開通

○民間活力の導入によ

る観光振興事業の展

開

Ｓ60：当初開園（展望広場、

林間遊歩道、駐車場）

H10：明石海峡大橋の開通

H3：追加開園（県民の森、

石の遊び場、野外ｽﾃｰｼﾞ、

管理事務所、駐車場）
H16：追加開園（交流ｿﾞｰﾝの一部）

H23：追加開園（草原と花

のｿﾞｰﾝ）

H12：「国際園芸・造園博『ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌﾛｰﾗ』」の開催

H12：追加開園（交流ｿﾞｰﾝ、水の遊び場） H29：「ﾆｼﾞｹﾞﾝﾉﾓﾘ」ｵｰﾌﾟﾝ

H22：「淡路花博 2010 花みどりﾌｪｱ」の開催

H30：ﾆｼﾞｹﾞﾝﾉﾓﾘ追加開園

（ｸﾞﾗﾝﾋﾟﾝｸﾞ施設）

H28：「県立淡路島公園ﾋﾞｼﾞｮﾝ」策定

○長寿命化対策による

老朽化施設の改修・

更新を順次実施

H10：追加開園（ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽｿﾞｰﾝ、森のｿﾞｰﾝ）

H31 ： ﾆ ｼ ﾞ ｹ ﾞ ﾝ ﾉ ﾓ ﾘ 追 加 開 園

（NARUTO＆BORUTO 忍里）

R2：ﾆｼﾞｹﾞﾝﾉﾓﾘ追加開園

（ｺﾞｼﾞﾗ迎撃作戦）

H22:運営懇話会設置

H21:ﾊﾟｰｸｺｰﾃﾞｨﾈﾀｰ配置

○協議会のさらなる充実

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画
緑 の 回 廊
計画 全県全土公園化構想 兵庫県グリーンフェニクッス計画

兵庫県立都市公園の整備・

管理運営の基本方針

淡路島公園リノベーション計画

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計

画〔２０２６～2035〕

R3：ﾆｼﾞｹﾞﾝﾉﾓﾘ追加開園

（ﾄﾞﾗｺﾞﾝｸｴｽトｱｲﾗﾝﾄﾞ）

○自然環境の適切な管理

H18:指定管理開始（R1 から公募による指定管理）

R4:ﾊｲｵｱ ﾄﾞｯｸﾞｶﾌｪ

設置

R2:SIC設置

R6：「県立淡路島

公園ﾋﾞｼﾞｮﾝ」改訂

H19:「淡路島公園管理運営計画」策定

R7:ﾈｰﾐﾝｸﾞ

ﾗｲﾂ「ﾆｼﾞｹﾞﾝ

ﾉﾓﾘ ｱﾆﾒ淡

路島公園」

R3,R4:木の遊び場 乳幼児

用遊具整備、 大型遊具更新

R3,R4:ﾊｲｵｱ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ整備

R6：多言語ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ｶﾞｲﾄﾞ設置

R7：あり方

検討会開催

©ARMOR PROJECT/BIRD STUDIO/SQUARE ENIX

H14：追加開園（森のｿﾞｰﾝの一部）



⑤ ⾚穂海浜公園（あこうかいひんこうえん）
1.公園概要
公園名 ⾚穂海浜公園

開設年⽉⽇ 昭和 62（1987）年 7⽉ 25⽇
⾯ 積 計画⾯積：71.7ha

開園⾯積：71.7ha
公園種別 広域公園
主な施設 わんぱく広場、テニスコート、オー

トキャンプ場、塩の国、⾚湖・⽩湖、
遊園地

⾚穂市には、“⾚穂義⼠と塩の町”として、⾚穂城址をはじめ、今なお多くの製塩の
歴史を伝える⽂化遺産が残されている。⾚穂海浜公園は、その沿岸部の塩⽥跡地に造
られた広域公園である。⻄は千種川、南は瀬⼾内海国⽴公園に隣接し、海岸は春から
夏にかけて潮⼲狩や海⽔浴で賑わう。
公園の中央に 9.2ha の⼈⼯海⽔湖、「⾚湖・⽩湖」を配置し、遊園地「わくわくラ

ンド」、オートキャンプ場、テニスコート等の施設のほか、⾚穂の特⾊を⽣かした揚
浜式から流下式塩⽥を復元し、伝統的製塩を⾏う「塩の国」を整備している。
⾚穂海浜公園では、公園のさらなる魅⼒を図るため、⺠間のノウハウを積極的に活

⽤し、公園を総合的かつ戦略的に⼀体管理する「段階投資型⻑期指定管理」を令和 7
年度から導⼊し、20年間にわたる管理運営を⾏っている。

2.利⽤者数の推移
 令和元年までは、500千⼈前後の利⽤者数であったが、コロナ禍の令和 2年度には
337 千⼈まで減少した。令和３年度には 500 千⼈まで回復したが、その後は 400 千
⼈前後で推移している。



3.施設配置図

わんぱく広場 テニスコート オートキャンプ場

⾚穂市⽴海洋科学館（塩の国）⾚湖・⽩湖 わくわくランド



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R８

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20 S30  S40 S45 S50 S55 S60  H2    H7 H8           H13           H18           H23           H28           R3

⾚穂海浜
公園

取組み概要

S52

整備着手

管理・運営

○民間活力の導入等に

よる観光振興事業

の展開

S62 開園 H30：「赤穂海浜公園

魅力ｱｯﾌﾟ計画」策定

R1：日本遺産「『日本

第一』の塩を産したま

ち 播州赤穂」の認定

（赤穂市）

S62：人口湖、塩の国、海洋科学館の開園

H1：赤穂わくわくﾗﾝﾄﾞの追加開園

H2：出会橋、赤穂広場の追加開園

H9：ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場の追加開園

S46：緑の回廊計画

と同様の考え方のも

と、赤穂市南部の塩

田跡地を用地として

先行取得

○長寿命化対策による

老朽化施設の改修・

更新を順次実施

H16：管理運営協議会開始

H2：ｽﾎﾟｰﾂｿﾞｰﾝの計画見直し

R2：芝生すべり台整備

H30：高齢化のため管

理運営協議会の解散
H19：ﾊﾟｰｸｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの設置

R１：管理運営協議会再開

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画緑の回廊計画 全県全土公園化構想 兵庫県グリーンフェニックス計画
兵庫県立都市公園の整備・

管理運営の基本方針

赤穂海浜公園
ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ計画 赤穂海浜公園ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ計画（R5.7改訂）

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計

画〔２０２６～2035〕

R7：長期指定管理開始（20 年）

R5：「魅力ｱｯﾌﾟ

計画」と「ﾘﾉﾍﾞｰ

ｼｮﾝ計画」統合

R3：観覧車撤去

○協議会のさらなる充実

R4: あ り 方

検討会開催

H18:指定管理開始（H24から公募による指定管理）

R6: 特 定

公園廃止

整 備

指定管理者整備

R3～ 塩の国改修

R7:ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場 改修・整備

R7～：わくわくﾗﾝﾄﾞｱﾄﾗｸｼｮﾝ新設

R7～：自由広場整備

R3：わんぱく広場 遊具更新

R6～：展望施設整備

    海側柵一部撤去

R5:うみの

会議開始



⑥ ⼀庫公園（ひとくらこうえん）
1.公園概要
公園名 ⼀庫公園

開設年⽉⽇ 平成 10（1998）年 7⽉ 29⽇
⾯ 積 計画⾯積：116.1ha

開園⾯積：48.2ha
公園種別 広域公園
主な施設 ネイチャーセンター(北摂⾥⼭博物

館ビジターセンター)、⾃然観察の
森、湖畔の道、森の広場、⾒晴らし
の丘、森の遊び場、丘の流れ

⼀庫ダム建設に併せ、近郊緑地保全地区等に指定されている周辺⼀帯の良好な⾃然
を活かし、川⻄市と連携して阪神間 2箇所⽬の広域公園として整備した。
公園周辺は、江⼾時代より茶道⽤菊炭の⽣産が続けられており、平成 18 年に環境

省の⾥地⾥⼭保全再⽣モデル事業実施地域に認定されるなど、⽇本⼀の⾥⼭と称され
ている。園内のネイチャーセンターでは、⾥⼭の⽣き物や⽣態が学べるほか、炭窯が
整備され、参画と協働によりクヌギ林の輪伐による維持と伝統的な菊炭の⽣産が続け
られているユニークな公園である。

2.利⽤者数の推移
利⽤者数は年々増加傾向にあり、令和３年度には過去最⼤の 261 千⼈となった。

平成 30年度は、豪⾬の影響により閉園期間があり、利⽤者数が減少したが、最近は
240千⼈程度で推移している。



3.施設配置図

ネイチャーセンター ⾃然観察の森

⾒晴らしの丘

森の遊び場

森の広場

丘の流れ

炭焼き窯



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R8

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20 S30 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H8       H13      H18      H23    H28 R3

⼀庫
公園

取組み概要

管理・運営

整 備

○協議会のさらなる充実

H10：開園

「自然と人の出会いの場」

をﾒｲﾝﾃｰﾏとして整備

S58：一庫ダムの管理開始

H10：山のｿﾞｰﾝを除いて全面開園

H23：「北摂里山博物館構想」策定

H23：「北摂里山博物館構想」における

対象地域の一部として位置付け

H14：山のｿﾞｰﾝ（自然散策路等）の整備完了

H18：炭焼き等の住民参画活動推進のためのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置

H14：管理運営協議会開始

○長寿命化対策による

老朽化施設の改修・

更新を順次実施

○里山の適切な管理
Ｓ49:一庫ダム整

備に向けた用地

Ｓ56：用地を都市公園とし

て利用する方針が決定

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画緑の回廊計画 全県全土公園化構想 兵庫県ｸﾞﾘｰﾝﾌｪﾆｯｸｽ計画
兵庫県立都市公園の整備・

管理運営の基本方針

一庫公園ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ計画

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計

画〔２０２６～2035〕

H18:指定管理開始（H20 から公募による指定管理）

R3：遊具の改修



⑦ 有⾺富⼠公園（ありまふじこうえん）
1.公園概要
公園名 有⾺富⼠公園

開設年⽉⽇ 平成 13（2001）年 4⽉ 29⽇
⾯ 積 計画⾯積：359.8ha

開園⾯積：178.2ha
公園種別 広域公園
主な施設 パークセンター、ガーデン階段、

棚⽥、⾥⼭、かやぶき⺠家、あそびの
王国、⼤芝⽣広場、ビオトープ池、
ピクニック広場、展望デッキ、⾵の
ミュージアム、有⾺富⼠⾃然学習セ
ンター(三⽥市⽴)

有⾺富⼠公園は、古くから景勝の地として知られ、豊かな⾃然環境を残す有⾺富⼠
と福島⼤池⼀帯にあり、阪神間３箇所⽬の広域公園として整備した。園内には、⾥⼭
をはじめ、棚⽥、湿地等を有し、⼤規模な⼦供の遊び場「あそびの王国」や、⾵のモ
ニュメントを展⽰する「⾵のミュージアム」、三⽥市⽴「⾃然学習センター」がある。
当公園は、開設当時から県⽴⼈と⾃然の博物館と連携し、住⺠参画による公園運営に
取り組み、住⺠参加型のモデル公園として全国的に知られる公園となっている。

2.利⽤者数の推移
利⽤者数は、これまで 800千⼈前後で推移しており、平成 27年度にはピークとな

る 843千⼈の利⽤となった。近年も 800千⼈前後で推移している。



3.施設配置図

パークセンター 出合いの広場

花の道 ⿃の道

草地の⽣態園

⽔辺の⽣態園

林の⽣態園

かやぶき⺠家 棚⽥ ⼤芝⽣広場 ⾵のミュージアム

あそびの王国



4.成り⽴ち

公園名

時 期
これから

R8

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20  S30 S40  S45  S50  S55 S60   H2      H7 H8       H13       H18      H23     H28  R3

有⾺富⼠
公園

緑の回廊

計画
兵庫県グリーンフェニックス計画 兵庫県立都市公園の整備・管理運営の基本方針全県全土公園化構想

有馬富士公園リノベーション計画

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画

取組み概要

H１2：有馬富士公園運営・計画協議会開始

H1７：出会いのｿﾞｰﾝ追加開園（遊びの王国）

H1９：休養ｿﾞｰﾝ追加開園

H２６：「新宮晋風のﾐｭｰｼﾞｱﾑｵｰﾌﾟﾝ」

H21：山のｿﾞｰﾝ開園

R2：「地球ｱﾄﾘ

ｴ構想」策定

H28：ﾅﾂﾂﾊﾞｷ個体群天然記念物指定

H１２：夢ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ありまふじｸﾙｰ募集開始

H１３：ありまふじﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開始

H１４：夢ﾌﾟﾛによる棚田管理開始

H１７：湿地ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

H17：全国育樹祭開催

H30：棚田・里山部会開始

H24：生物多様性戦略策定

H３０：新体制協議会開始H２１：協議会体制変更

（場所づくり部会廃止）

管理・運営

整 備

H1８：休養ｿﾞｰﾝ一部開園、三田市立共生ｾﾝﾀｰ開館

H13：出会いのｿﾞｰﾝ一部開園（管理事務所、三田市立自然学習ｾﾝﾀｰ開館）

H１6：ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ制開始（ﾊｲｷﾝｸﾞﾙｰﾄ）、里山ｸﾙｰ講座開始

〇協議会のさらなる充実

〇棚田・里山部会から、

湿地部会等への発展

H１1：有馬富士公園運営計画策定・

ﾜｰｷﾝｸﾞ研究会開催

S58：三田ｻﾝｸﾚｾﾝﾄ構想

S63：青野ﾀﾞﾑの完成

S61：青野ﾀﾞﾑ整備に関

連した不要地の活用策

の調査

S62：有馬富士公園の

基本計画策定

H10：三田国際会議により、21 世紀の都市づくりについて

自立性のある市民組織の育成の重要性などの 7 項目を宣
H23：北摂里山博物館構想の

拠点に位置付け

県民の参画と協働のフラッグシップ公園

兵庫県立都市公園の整

備・管理運営基本計画

〔２０２６～2035〕

R5:「風の庵」

拡張 〇長寿命化対策による老

朽化施設の改修・更新

を順次実施

H18:指定管理開始（H20 から公募による指定管理）

〇地域連携の推進

R6～：旧水辺の生態園改修

〇旧花菖蒲園改修

H27：生物多様性保全上重要な里地里山に選定



⑧ 三⽊総合防災公園（みきそうごうぼうさいこうえん）
1.公園概要
公園名 三⽊総合防災公園

開設年⽉⽇ 平成 17（2005）年 8⽉ 6⽇
⾯ 積 計画⾯積：202.5ha

開園⾯積：202.3ha
公園種別 広域公園
主な施設 屋内テニス場、球技場、陸上競技場、

第２陸上競技場、野球場、屋外テニス
コート、グラウンドゴルフ場、中央芝
⽣広場、⻄芝⽣広場、桜の広場、遊戯
広場、林間広場

三⽊総合防災公園は、阪神・淡路⼤震災の教訓を踏まえ、兵庫県の⼈⼝重⼼に位置
し、全県域の防災拠点となる広域公園であり、災害時は、隣接する広域防災センター
と⼀体的に県全体をカバーする広域防災拠点となる。管理運営⾯でも、平常時から防
災センターと連携を図ることで、⾮常時の迅速な⽤途転換を可能にしている。
これまで県内の災害はもとより、東⽇本⼤震災をはじめ、国内外の⼤規模災害発⽣

時に備蓄物資の供出を⾏っている。
平時は、世界最⼤規模の屋内テニスセンターであるビーンズドームや第１種 公認

陸上競技場など、県⺠のスポーツ・レクリエーションの拠点として、国際レベル・全
国レベルのスポーツ⼤会が開催されている。

2.利⽤者数の推移
 平成 17年の開園以来、利⽤者数は増加傾向にあり、最近は 1,100千⼈前後の利⽤者
数となっている。コロナ禍であった令和 2 年度は 888 千⼈と減少したが、その後は
回復している。



3.施設配置図

屋内テニス場 球技場 陸上競技場 第２陸上競技場

野球場 屋外テニスコート グラウンドゴルフ場 中央芝⽣広場

備蓄倉庫

⻄芝⽣広場 桜の広場



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R8

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20  S30  S40  S45  S50  S55 S60    H2         H7 H8         H13         H18                H23                H28                R3

三⽊総合
防災公園

取組み概要 阪 神

淡 路

大 震

災

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画全県全土公園化構想 兵庫県ｸﾞﾘｰﾝﾌｪﾆｯｸｽ計画 兵庫県立都市公園の整備・管理運営の基本方針

三木総合防災公園リノベーション計画

緑の回廊
計画

管理・運営

整 備 H17：開園

・隣接する「県立広域防災ｾﾝﾀｰ」と一体となった県下全域を対象と

する広域防災拠点

・県全体のｽﾎﾟｰﾂ拠点

H17：陸上競技場、球技場の供用開始

H19：屋内ﾃﾆｽ場（ﾋﾞｰﾝｽﾞﾄﾞｰﾑ）の供用開始

H21：ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場等の供用開始

H22：自然体験の森ｿﾞｰﾝ他供用開始、屋内ﾃﾆｽｺｰﾄ４面増設

H22：第 21 回全国みどり

の愛護のつどい開催

R1：ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ

2019事前ｷｬﾝﾌﾟ受入れ

（ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ、ｶﾅﾀﾞ）

H23：東日本大震災への救援

物資仕分け・搬出

H19：世界陸上大阪大会

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、日本代表合宿

H２０～：ﾃﾆｽﾌｪﾄﾞｶｯﾌﾟ及び

ﾃﾞﾋﾞｽｶｯﾌﾟ随時開催

H27：ﾃﾆｽﾉｱﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ開催

H21：屋内ﾃﾆｽ場が JOC 認定競技別

強化ｾﾝﾀｰに指定

H20：ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ｢ﾌﾞﾙﾎﾞﾝﾋﾞｰﾝｽﾞﾄﾞｰﾑ｣

○長寿命化対策による

老朽化施設の改修・

更新を順次実施

H18：国民体育大会「のじぎく兵庫国体」

全国障害者ｽﾎﾟｰﾂ大会「のじぎく兵庫大会」（ｻｯｶｰ会場）

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計

画〔２０２６～2035〕

R6：能登半

島地震への

救援物資仕

分け・搬出

○管理運営協議会設置

R6：ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ｢ｻ

ﾑﾃｨﾄﾞﾘｰﾑｽﾀｼﾞｱﾑ｣

R6：世界ﾊﾟ

ﾗ陸上ｲｷﾞﾘ

ｽﾞ代表事前

合宿

R5：ﾛｰｶﾙ 5Ｇ

実証実験

H18:指定管理開始（R６から公募による指定管理）

R7：陸上

競技場公

認更新

H18：中央広場、展望広場等の供用開始



⑨ 丹波並⽊道中央公園（たんばなみきみちちゅうおうこうえん）
1.公園概要
公園名 丹波並⽊道中央公園

開設年⽉⽇ 平成 19(2007)年 10⽉ 14⽇
⾯ 積 計画⾯積：70.9ha

開園⾯積：70.9ha
公園種別 広域公園
主な施設 森林活動センター（製材所）、茅葺⺠

家、棚⽥、灰家(はんや)、ローラー滑
り台、芝⽣広場、サイクルステーシ
ョン、恐⻯遊具、太古の⽣きもの館
（丹波篠⼭市⽴）

丹波並⽊道中央公園は、⼈と⾃然と⽂化が調和した地域づくりを⽬指す「丹波の森 
構想」の中核拠点として、「みんなでつくり、育てる公園」をテーマに参画と協働に
より、計画・整備した広域公園である。園内は棚⽥や茅葺⺠家、地域の伝統的な灰屋
を再現し、丹波地域の昔ながらの農村⽣活等を体験できる公園である。
また区域の 65％がスギ・ヒノキ⼈⼯林であることから、公園内に製材所を設け、

園内間伐材を資源とした遊具、ベンチの製作や⽊⼯教室を開催するなど丹波地域のな
りわいを⽣かした公園づくりを進めている。
また、公園内から恐⻯の化⽯が発⾒されたことから、恐⻯や化⽯をモチーフにした

遊具や、サイクルツーリズムを推進するために設定したサイクリングモデルルート
「兵庫丹波チャレンジ２００」の拠点としてサイクルステーションを整備している。

2.利⽤者数の推移
 平成 19 年の開園以来、利⽤者数は増加傾向にあり、令和 4 年度にはピークとなる
294千⼈の利⽤となった。その後は、270千⼈前後で推移している。



3.施設配置図

サイクルステーション

ほねほね化⽯広場 森林活動センター

動く恐⻯ わくわく恐⻯広場

ローラーすべり台 灰屋

展望台

棚⽥

茅葺⺠家



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R8

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20  S30 S40 S45  S50 S55 S60    H2     H7 H8             H13             H18          H23   H28      R3

丹波
並⽊道
中央公園

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画全県全土公園化構想 兵庫県グリーンフェニックス計画
兵庫県立都市公園の整備・

管理運営の基本方針

丹波並木道中央公園リノベーション計画

緑の回廊

計画

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計

画〔２０２６～2035〕

取組み概要

整 備

○恐竜、自転車等を活

かした観光振興事業H26：第２期区域

の都市計画廃止

H19：開園

「丹波の森構想」の中核

施設として整備

H22：追加開園により、全面開園

H22,23：公園内において恐竜の化石発見

H18：当園周辺地域において

恐竜の化石発見

H29：太古の生きもの館（篠山

市設置管理許可施設）の整備

H27：「丹波地域恐竜ﾌｨｰﾙﾄﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ構想」

においてｺｱ施設として位置付け

H1：「丹波の森構想」の策定

S63：ﾎﾛﾝﾋﾟｱ’88 21 世紀公園都市博

H2：大規模ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾘｿﾞｰﾄ公園として基本計画 H13：埋蔵文化財及び貴重種の確認を受けて計画の見直し

・造成計画の縮小

・ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場計画→自然観察園（森の聖域）

○森林の適切な管理

○長寿命化対策による老

朽化施設の改修・更新

を順次実施

R3：ｻｲｸﾙｽﾃｰｼｮﾝの整備

R2：丹波ｻｲｸﾙﾁｬﾚﾝ

ｼﾞ 200 の拠点

R2：「兵庫県自転車

活用推進計画」策定

R3,4：恐竜遊具の整備

H20：当園周辺地域で国内

最古級の哺乳類化石発見

○協議会のさらなる充実
管理・運営 H13：参画と協働による公園の基本・

管理運営の検討、参加型ｲﾍﾞﾝﾄの実施

H18：管理運営協議会（森の円卓会議）開始

H19:公募による指定管理開始

R6,7：あ

り方検討

会開催



⑩ 淡路佐野運動公園（あわじさのうんどうこうえん）
1.公園概要
公園名 淡路佐野運動公園

開設年⽉⽇ 平成 15（2003）年 5⽉ 3⽇
⾯ 積 計画⾯積：29.5ha

開園⾯積：29.5ha
公園種別 運動公園
主な施設 野球場（第１、第２）、サッカー場（第

１、第２、第３）、多⽬的グラウンド、
第２多⽬的グラウンド、クラブハウ
ス、屋内練習場

淡路市佐野新島に整備された、県⽴都市公園として唯⼀の運動公園である。
淡路島公園を補完する淡路地域のスポーツ・レクリエーションの拠点として、野球

場、サッカー場を整備しており、多⽬的グラウンドを合わせると全国最⼤級の 8 ⾯
で少年野球の開催可能な少年野球のメッカとなっている。サッカーでは 2002 年の
『FIFA ワールドカップ』でイングランドチームのキャンプ地として注⽬を集めた。
屋内練習場を整備し、地域の防災⼒の向上はもちろん、練習拠点、スポーツ合宿等

を通じ、地域間交流及び地域活性化の核となる公園づくりを進めている。

2.利⽤者数の推移
平成 15 年の開園後、10 年ほどで、利⽤者数は 200 千⼈前後で推移するようにな

った。コロナ禍であった令和 2 年度には利⽤者数が 137 千⼈に減少したが、その後
回復し、令和 5年度は開園以来最多となる 250千⼈の利⽤となった。



3.施設配置図

第１野球場 第２野球場 多⽬的グラウンド

第２多⽬的グラウンド 第１サッカー場 屋内練習場

クラブハウス



4.成り⽴ち

公園名

時 期

これから

R8

戦後復興及び⾼度経済成⻑ 都市拡⼤とバブル景気 阪神淡路⼤震災以降

S20  S30  S40  S45  S50  S55 S60         H2           H7 H8         H13         H18                H23                H28                R3

淡路佐野
運動公園

取組み概要

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画全県全土公園化構想 兵庫県グリーンフェニックス計画 兵庫県立都市公園の整備・管理運営の基本方針

淡路佐野運動公園リノベーション計画

緑の回廊
計画

管理・運営

整 備

H15：開園

・全国・県大会ﾚﾍﾞﾙの公式大会の開催、野球王国兵庫へ

の支援、少年野球の夢舞台づくり

・淡路地域におけるｽﾎﾟｰﾂ振興及び健康の維持増進

○樹木の適切な管理

H15：野球場、ｻｯｶｰ場、多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの供用開始

H14：FIFA

ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ

H18：のじぎく兵庫国体：ｻｯｶｰ

のじぎく兵庫大会：ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、ｸﾞﾗﾝﾄﾞｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、

ﾌｯﾄﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ

H14：FIFA ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟｷｬﾝﾌﾟ地

として先行使用（ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ）

H13：野球場、ｻｯｶｰ場の施設整備

H23：第２多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

の供用開始

H30：屋内練習場

の供用開始

R1：ﾗｸﾞﾋﾞｰ

ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ

R1：ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ 2019

事前ｷｬﾝﾌﾟの受入れ（ｻﾓｱ、ﾛｼｱ）

○長寿命化対策による

老朽化施設の改修・

更新を順次実施

○H18：国民体育大会「のじぎく兵庫国体」

全国障害者ｽﾎﾟｰﾂ大会「のじぎく兵庫大会」

兵庫県立都市公園の

整備・管理運営基本計

画〔2026～2035〕

H15：管理運営協議会開始
○協議会のさらなる充実

H18:指定管理開始（H26 から公募による指定管理）

R5～7：第 1

野球場改修

H9,10：企業庁と津名町が

共同でサッカー場を整備
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